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資料館だより資料館だより ２０23. ６ .２５（年４回発行）

「人と環境を大切にする県部広域拠点都市・沼津」

Vol.48 No.1（通巻２38号）

　市内吉田町の榊原公幸さんから企画展のために提供
して頂いた古い絵葉書の一枚を紹介します。
 　『沼

ぬま
津
づ

西
にし

御
ご

用
よう

邸
てい

』と題するこの写真に写されている
門は現在の旧沼津御用邸西付属邸の正門ではありませ
ん。左側に本邸の石

いし
塀
べい

が写っており、現在の本邸と西
付属邸の間にある海岸に向かう通路に面していたもの
です。後方には川

かわ
村
むら

家沼津別邸時代の建物が見えます。
　沼津御用邸西付属邸はもともと明治天皇の皇

こう
孫
そん

であ
る迪

みちの
宮
みや

裕
ひろ

仁
ひと

親
しん

王
のう

（昭和天皇 ･ 明治３４年４月誕生）とそ
の弟の淳

あつの
宮
みや

雍
やす

仁
ひと

親王（秩
ちち

父
ぶ

宮
のみや

・同３５年６月誕生）の養
育を委

い
嘱
しょく

された川
かわ

村
むら

純
すみ

義
よし

伯
はく

爵
しゃく

の沼
ぬま

津
づ

別
べっ

邸
てい

でした。楊
やなぎ

原
はら

村善
ぜん

太
だい

夫
う

の飛
と

び地
ち

である字島
とう

郷
ごう

林
ばやし

に所在しており、明
治２４年（１８９１）以前に建てられていました。
　明治３５年（１９０２）７月から毎年、避

ひ
寒
かん

と保
ほ

養
よう

を兼ね
て裕仁親王が、同年１１月年からは同居する雍仁親王も
長期に渡り滞在しました。明治３５年９月には両親王の
御
ご

座
ざ

所
しょ

等の増築費が川村家に下
か

賜
し

されています。
　明治３７年８月１２日に川村純義が没すると、以後の養

育は東
とう

宮
ぐう

侍
じ

従
じゅう

の木
き

戸
ど

孝
たか

正
まさ

に委
ゆだね

れられ、川村家の辞退も
あり、両親王は東宮御所での養育が決定され、同３７年１１
月に麻

あざ
布
ぶ

区飯
いい

倉
くら

狸
まみ

穴
あな

町の川村邸から帰
き

還
かん

となりますが、
そのまま沼津御用邸（本邸）に移られました。この間に
東宮御所の御

ご
産
さん

所
じょ

を皇
こう

孫
そん

仮
かり

御
ご

殿
てん

とすることが決定され
ており、沼津御用邸からはこの仮御殿に戻られてます。
　明治３８年１月には、川村家別邸の献上願いが純義の継

けい

嗣
し

川村鉄
てつ

太
た

郎
ろう

伯爵からありましたが、７月に皇
こう

孫
そん

御
ご

用
よう

邸
てい

として買上げられ、沼津御用邸西
にし

付
ふ

属
ぞく

邸
てい

となりました。
　明治３９年２月に皇居賢

かしこ
所
どころ

御仮殿付属建物を西付属邸
に新御殿として移築し、旧川村家別邸の西側に接続す
る工事が竣

しゅん
工
こう

しました。裕仁・雍仁両親王は新たな御
座所を使い、その間の明治３８年１月に誕生した光

てるの
宮
みや

宣
のぶ

仁
ひと

親王（後の高
たか

松
まつ

宮
のみや

）は川村家別邸時代の両親王御座
所を使用したとあります。増築により西付属邸の主

しゅ
殿
でん

となった建物に入る新たな車
くるま

寄
よ

せと正門も作られまし
た。これが今も残されている西付属邸正門です。
　絵葉書の「西御用邸」は、発行は少しずれますが、
新御殿移築前の川村家沼津別邸をそのまま継

けい
承
しょう

した西
付属邸を指し、写真はその当時の姿を伝えてくれます。

絵葉書　『沼津　西御用邸』The Western Detached 
Palace, NUMAZU（榊原公幸氏所蔵　明治４０年～大正７年）
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駿河湾の漁
　　　　　　川口　洋司さんの漁話
クロザメの延

はえ
縄
なわ
漁

　今号は網組の休みの時などに少人数で行う小規模の
漁であるクロザメの延縄漁の紹介です。前号では仕掛
けによるハモ（アナゴ）漁の紹介を行いましたが、今
号はハモ漁の次に行っていた漁になります。
　クロザメという言葉は特定の種類のサメを表す言葉
ではなく、黒っぽいサメの総称でヨロイザメやユメザ
メといった深海に生息する体長１ｍに満たないサメが
該当します。重量も１０㎏を超えるようなものは珍しく、
ほとんどは１０㎏未満でした。
　クロザメ自体は１年中捕ることができる魚ですが、
川口さんがクロザメの延縄漁を行う時期は、秋口から
春先にかけてです。１年中捕ることができるにも関わ
らず、時期が限定される理由は、春から夏にかけては
網組で行う巾着網漁が忙しくなるためで、春は小型の
イワシ類の盛漁期、夏はカツオやマグロの盛漁期にあ
たるため、この時期はクロザメの延縄漁をはじめコ
ショウバイと呼ばれる個人漁は行いづらくなります。
　川口さんが行っていたクロザメの延縄漁の漁場は、
土
と

肥
い

沖から戸
へ

田
だ

沖になります（図１）。ここには駿
する

河
が

トラフが走っており、水深が深い溝が続いているため、
深海性のクロザメを釣る場所として適していました。
　２００尋（約３００ｍ）のナワ（延縄）をひとまとめにし
てナワカゴ（延縄籠

かご
）に入れておきますが、クロザメ

の延縄漁の場合、３０枚程度のナワカゴを持参し、１本
に繋

つな
げて漁を行うため、延縄の全長は９㎞程度の長い

距離になります。海にナワを落として仕掛ける時間も、
仕掛けたナワを曳

ひ
き揚

あ
げる時間も長時間となるため、

１日行えるクロザメの延縄漁は１回となります。
　ナワは１本のミチナワ（幹縄）に３０本程度のエダ（枝
縄）がついた仕掛けです。エダの先には釣針がつきま
す。エダの先はワイヤーになっており、サメが釣針に
食いついたときにエダが歯で食いちぎられないように
しています。釣針にはイネムリヅリという先端が内側
に曲がっているものを使います（写真１）。釣針につ
ける餌

えさ
にはイカを使用します。イカを幅１㎝長さ１５㎝

ほどの短冊状に切ったものを釣針に引っ掛けてぶら下
げます。
　クロザメの延縄漁は夜間に行う漁です。夕方に出漁
し、漁場に向かいます。駿河トラフに沿って南北にナ
ワを仕掛けます。仕掛ける水深は大体水深３００ｍぐら
いのところになります。ナワが海底についてしまうと
根がかりしてしまうこともあるので、所々にボンデン

（目印となる旗がついた浮子）やアンバ（浮子）をナ
ワにつけて海底から少し浮くように調節します。船を

走らせながら、ナワに餌をつけて海に落としていきま
す。用意したナワを仕掛け終わると、その場で１時間
ほど待ってクロザメの食いつきを待ちます。
　船を仕掛け始めた場所へ戻るように走らせてナワを
曳き揚げていきます。曳き揚げる時にはラインホー
ラー（巻き上げ機）を使って曳き揚げます。サメとい
うと狂暴なイメージがありますが、クロザメは大人し
い魚で、甲

かん
板
ぱん

にあげても暴れることはありません。そ
のままカメ（魚

ぎょ
艙
そう

）へと入れられます。
　水揚したクロザメは狩野川河口の我入道の練り物屋
が㎏単位の値段で買い取ってくれました。クロザメの
身の部分ははんぺんや蒲

かま
鉾
ぼこ

などの練り物に加工されま
す。また、肝臓からはスクアレンという肝油が精製さ
れます。スクアレンは健康食品や化粧品の原料として
利用されます。クロザメの㎏単価はそれほど高いもの
ではありませんでしたが、いつ行っても１ｔ程度の漁
獲があったのでいい収入源となりました。
　練り物屋の閉業によりクロザメを引き取ってくれる
ところがなくなってしまったため、クロザメの延縄漁
は行えなくなりました。

（話：川口洋司氏 昭和１７年生まれ 沼津市獅子浜在住）

図１：クロザメの延縄漁の漁場

写真１：イネムリヅリ　沼津市歴史民俗資料館所蔵
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藤井原遺跡と大塚（●部分）
Ａ：八重古溜池　Ｂ：猪沼　Ｃ：六反　Ｄ：矢丸
※米軍空中写真（昭和２２年９月）を使用

『ふるさと沼津覚書』�
加藤　雅功

■香
か
貫
ぬき
・我

が
入
にゅう
道
どう
編 その９　下

しも
香
か
貫
ぬき
の地形と遺跡

●砂
さ
礫
れき
堆
たい
（沖

ちゅう
積
せき
段
だん
丘
きゅう
）と土地利用　下香貫村は「元

げん
禄
ろく

郷
ごう

帳」で１１４９石余、安永６年（１７７７）の「下香貫村明
めい

細
さい

帳」での石
こく

高
だか

は１０２０石余、家数２２２、人数９４９であっ
た。面積が１１９町

ちょう
４反

たん
７畝

せ
の広大な村であり、田５６町

５反余、畑４４町３反余、屋敷２町１反余で、１６町余の
田では二毛作が行われていた。土地は真

ま
土
つち

が少なく、
多くは小石混じりの砂地と野

の
土
つち

場
ば

であった。この「野
土」は腐植質に富む肥

ひ
沃
よく

な黒土で、作物栽培に適する。
　文

ぶん
久
きゅう

元年（１８６１）編
へん

纂
さん

の駿河国の地誌『駿
する

河
が

志
し

料
りょう

』
によれば「古くはこの村、用水・灌

かん
漑
がい

の便
べん

を欠いてい
たという。山水を湛

たた
えて用水を充

みつ
る。古くの溜池跡が

あり。」と記す。すでに弘
こう

化
か

４年（１８４７）の四ケ村絵
図面に「堤」と書かれ、用水溜池（溜井）が八重坂の
八重団地寄りに１ケ所描かれている。なお南東側山麓
の字

あざ
猪
い

沼
ぬま

の地が溜池跡と思われる。因
ちな

みに新溜池（現
八重公園）の北西側、上香貫分の字仰

ぎょう
天
てん

ケ
が

峰
ほう

は祇
ぎ

園
おん

天
てん

王
のう

の転
てん

訛
か

で、天王宮
ぐう

が山の中腹にあった。
　古代の条

じょう
里
り

水田は成立しにくいが、字六反・矢
や

丸
まる

に
数で２坪分想定できる。方位も若

じゃっ
干
かん

東側に振れる方
ほう

格
かく

地割だが、歪
ゆが

みも強く整然さはない。元々畑地で区画
に接した灌漑水路がなく、条里水田とは認定しがたい。
周辺の水田の灌漑は宮原の地を開

かい
削
さく

後
ご

の香貫用水によ
るもので、それ以前は雨水に頼る「天

てん
水
すい

場
ば

」であった。
　「香貫微

び
高
こう

地
ち

」の砂礫堆は、北部の上香貫の本郷付
近から宮原を経て、下香貫の藤井原に至る緩

ゆる
い傾斜の

約２㎞ほどの連続面である。香貫山山麓の傾斜変換点
から河

か
畔
はん

や海岸に向かって緩やかに傾斜した平坦面で
あり、推定して検討した方格地割はこの地形面から、
後
こう

背
はい

低地側に移行する漸
ぜん

移
い

部
ぶ

などに施されている。
　しかし周辺の土地は、かつて天水に頼るのみで日

ひ
照
で

りに弱く、水不足で立ち枯れや減収となる「日
ひ

損
そん

田
でん

」が
多かった。香貫用水の水掛りの関係から、下香貫の砂礫
堆上の畑地では明治初頭まで綿

わた
栽培が盛んで、主産物の

位置にあった。その後綿
めん

糸
し

の輸入で全
ぜん

廃
ぱい

し、それに代わっ
て蔬

そ
菜
さい

が拡大している。明治１５、６年頃から胡
きゅ

瓜
うり

栽培が
増加し、香貫の促

そく
成
せい

蔬
そ

菜
さい

として市場で名を博
はく

した。
　一方微高地の背後、東側の水田の広がりは、砂礫堆
により閉ざされた袋状の凹地で、下香貫字八

や
重
え

の地に
上香貫分の「飛び地」が入り込んで点在したが、過湿
地の開

かい
墾
こん

や溜池構築に伴う新規開田がその理由である。
●香貫九

く
十
じゅう
九
く
塚
づか

　「香貫微高地」の南部に当たる下香
貫地区の場合、字八重原・仕

し
込
こみ

や字上ノ原・石原・藤
井原などの砂礫堆の高まりは開発の歴史が古く、弥生
後期からの山ノ根遺跡、古墳後期の宮原古墳群、二

ふた
瀬
せ

川
がわ

遺跡、八重古墳、オカゴヤシキ遺跡、古墳前期と奈

良・平安時代の藤井原遺跡などがある。
　明治２４年発行の『駿河国駿東郡沼津町略図』の観光
案内では、「此

この
辺
へん

古
こ

戦
せん

場
じょう

」とし、また南部の字藤井原
の大塚古墳辺を「九十九塚」と記している。「香貫
九十塚」とも呼び、『駿河志料』では「九十塚は、香
貫山の辺、畠

はた
中
なか

又狩野川塘
つつみ

處
ところ

々
どころ

に大石を寄せて築ける
塚、その数多し、故に里人九十塚と云

い
う。」とある。

狩野川堤・古墳は上香貫の浅
せん

間
げん

社
しゃ

、現玉
たま

作
つくり

神社を指し、
かつて天井石や側壁などの露岩が目立った。
　中世の今川や北条・武田勢力の「古戦場」と流

る
布
ふ

さ
れたが、決してそうではなかった。香貫地区の古墳は
概
おおむ

ね６世紀から７世紀にかけてのもので、かつて香貫
一帯には大古墳群が存在した。上香貫では中瀬町に１０
基程度の天

てん
神
じん

洞
ぼら

古墳群、本郷町・住吉町付近には「東
本郷町古墳群」がある。また天神洞の共同墓地奥部分
の横穴や霊山寺裏の７～８世紀の１１基の横穴群、その
他周辺の山麓部には古墳後期の横穴墓が多数存在する。
　なお古墳時代の集落立地はほぼ砂礫堆に限られ、生
産地域は上香貫と異なって、東側の袋状低地や前面の
氾
はん

濫
らん

原
げん

の一部など、地下水面が浅く保水性も良い土
ど

壌
じょう

故
ゆえ

に、局
きょく

所
しょ

的
てき

ながら農耕の展開があった地域である。
●藤井原遺跡　遺跡の立地環境は「香貫微高地」、地
形的には「砂礫堆」の最南端で、臨海部の標高約３ｍ
の地に位置する。周辺低地との比

ひ
高
こう

差
さ

は１～２ｍ程度、
遺跡西側の西村で明瞭な崖をなす沖積段丘（完

かん
新
しん

世
せい

段
丘）の特徴を持つ「低位段丘性集落」である。
　最下層は旧砂

さ
礫
れき

州
す

を形成した富士川系砂礫で、砂礫
層の上部は泥

でい
流
りゅう

堆積物起源の黄瀬川や狩野川の砂層で
あり、浅

せん
海
かい

ないし汽
き

水
すい

域
いき

と考えられる。古墳時代中頃
の小海進は河

か
畔
はん

的環境で、古墳中期の住居址を浸
しん

食
しょく

し
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　今回の企画展は、今年の７月１日が沼
ぬま

津
づ

町
ちょう

と楊
やなぎ

原
はら

村
むら

が合併して市制を敷き、沼津市が誕生した大正１２年
（１９２３）７月１日から１００年を経

へ
た節

ふし
目
め

の年に当たるこ
とに因

ちな
み、それを記念して開催するものです。

　合併前後に発行された絵葉書の写真から当時の沼津
市の姿、すなわち１００年前の姿を紹介します。
　近世の宿場町や城下町であった沼津町の中心市街地
は、明治２２年に東海道線の沼津停

てい
車
しゃ

場
じょう

が設置されると、
次第に旧城内に広がりを見せますが、大正２年３月の沼
津大火で大部分が焼失し、それから復

ふっ
興
こう

を遂
と

げた合併直
後の大正１２年９月１日の関東大震災でも一部被災し、さ
らに大正１５年１２月には再び大火に見舞われています。

　昭和５年１１月の北伊豆地震でも被害があり、さらに
昭和２０年７月の沼津大空襲で焼け野原となり、当時の
姿は全くと言うほど失われました。
　しかし、度

たび
重
かさ

なる災害の被害に見
み

舞
ま

われながらも先
人たちの努力で復興を遂げ、現在の姿があります。
　この機会にもう一度沼津市の出発点である、当時の
姿を振り返って見てはいかがでしょうか。
　企画展　「絵葉書に見る１００年まえの沼津」
　会　期　令和５年７月１日から９月２４日

絵葉書　沼津駅前の避難（大正１２年、関東大震災）（左右反転画像）

　下記の図書を刊行しました。頒布ご希望の方は資料
館までお問い合わせください。
　『沼津市博物館紀要　第４７号』　２０２３．３．３１

て狩野川の川砂に似た砂質土が厚く覆っている。
　検出された住居址

し
や掘

ほっ
立
たて

柱
ばしら

建物などの遺
い

構
こう

は、古墳
前期と律令期を主体とし、弥生中期から江戸時代にま
で及ぶ。住居址に何らかの鉄製品が出土し、その普及
率が高い。特に注目される遺物では、律令期の竪

たて
穴
あな

住
居址の約半数、５２基中から発見された大型の堝

なべ
形
がた

土器
であり、総数が実に２００点近くに達する。大量に出土
した堝形土器は煮

に
堅
がつ

魚
お

（荒
あら

堅
がつ

魚
お

）作りの道具と推定さ
れ、その工

こう
房
ぼう

としての色彩が強い。集落の性格は計画
的に造られたムラと推定される、非常に特徴的な大規
模集落である。
　その当時煮カツオや煮

に
汁
じる

などが「調
ちょう

」として、北西
部に位置した駿

する
河
が

郡
ぐん

衙
が

へ納めるために処理されてい
た。荷札木

もっ
簡
かん

から見て、伊豆半島の各地からカツオ等
を海上から直接運び込み、伊豆・駿河両国の貢進物の
加工を集中的に実施していた集落と言える。
　また一方で、外海側の内浦湾における回

かい
遊
ゆう

性
せい

のカツ
オの捕

ほ
獲
かく

の際には、有
ゆう

頭
とう

石
せき

錘
すい

や中を刳
く

り貫
ぬ

いた土
ど

錘
すい

も

多く、網を用いて周辺の民と集団漁労を行っていたと
推定される。このように奈良・平安時代には、一大漁
村集落としての性格を強めており、農業よりも漁業に
強く特化した代表的な遺跡である。
　遺跡周辺の地形環境からも、沖積地の陸

りく
化
か

の過程で
農耕の生産活動が成立し得たと言える。また網の錘

おもり
に

する数１０点の有頭石錘、多量の土錘や石錘のほか鉄
てつ

鏃
ぞく

も出土しており、川漁や銛
もり

の突
つ

き棒
ぼう

での漁労も行われ
ていた。古墳時代初頭には、駿河湾地域特有の有頭石
錘を用いた漁労活動に従事していたことを知る。遺跡
の南側はラグーン（潟

せき
湖
こ

）性低地であり、塚田川寄り
の字浜田・柿原の地に広大な沼が、さらに北東部の字
八重などの沼

しょう
沢
たく

地
ち

が漁労の対象であったと見られる。
　ただし河川洪水などの自然災害による被災は深刻で、
遺跡の北西に向けての排

はい
水
すい

溝
こう

も掘
くっ

削
さく

したが、すぐに埋
没してしまっている。一

いっ
旦
たん

は居住を放
ほう

棄
き

して長い中断
の時期があったように、狩野川の氾濫原沿いでかつ排
水不良の低地のため、不安定な地形環境であった。


